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古 代 美 学

ヨーロッパ美学の起源 と基礎 とを形づ くる古代美学の歴史はほぼ千年にも及ぶ。古代美

学は紀元前5世 紀に(あ るいはひ ょっとす ると6世 紀 においてすでに)は じま り,紀 元後

3世 紀に もなお展開 していた。古代美学は主にギ リシア人の仕事であった。最初それは も

っぱ らギ リシア人の功績であ ったが,の ちには他の諸国民 もこの功績をわかちもつ よ うに

なった。美学は最初 「ギ リシア的」であ り,つ づいて 「ヘ レニズム的」であ った と い う

時,わ れわれは この変遷 をみているのである。 この理 由か ら,古 代美学を2つ の時期に,

すなわちギ リシア的な時期 とヘ レニズムの時期 とに分けることがで きる。 この区別は紀元

前3世 紀に生 じた。

ギ リシア的な時期の美学はアルカイ ク期 と古典期 との2つ の連続す る段階に細分す るこ

とができるだろ う。

ギ リシア美学のアル カイ ク期は紀元前6世 紀 と5世 紀初頭に相当す る。一方,古 典期 は

紀元前5世 紀後半 と4世 紀 中つづいた。 もしこの2つ の区分をも受け入れ るな ら,古 代美

学を,ア ルカイク期,古 典期そ してヘ レニズム期 とい う3つ の時期にわけるこ とが で き

る。 アル カイク期 には完全 な美学理論はまだ見 られなか った。その時期は大てい個別的な

ものと関係 してお り,芸 術 と美一般を扱 うより,た だ詩だけを扱い,ま とま りのない反省

や思想を産みだ したにす ぎなかった。 この時期 を古代美学の前史 として取 り扱 うこともで

きる。その場合古代美学史はあ との2つ の時期 において扱われることになる。 しか し,こ

の よ うにして期間がせば まった として も,古 代美学史はなお8世 紀 にも及ぶのである。
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1.ア ル カ イ ク期 の美 学

1.ア ルカイク期

1.民 族的状態

ギ リシア人が美学について思索 しは じめた時,彼 らの文化は もはや若 くはな く,す でに

長 く複雑な歴史を有 していた。紀元前2000年 頃文化 と芸術はすでに クレタ島で盛えていた

(伝説の ミノス王にちなんで ミノス文 明とよばれていた)。 そののち紀元前1600年 と1260

年 との間に,新 しい異な った文化が,北 方か らギ リシアにた ど りついた 「原 ギ リシア人」

によってつ くられた。南の ミノス文明の特色 と北方の文化の特徴 とを結びつけた彼 らの新

しい文化 と芸術の中心はペ ロポネ ソス半 島の ミケーネにあった。だか らそれは ミケーネ文

明 といわれている。その最 も輝か しい時期は紀元前1400年 頃であ ったが,す でに13世 紀お

よび12世 紀 において,ミ ケーネ文明は北方か らや ってきた種族に対 して防御す る力を失な

い,衰 退 しは じめていた。 この種族は ドー リア人であ った。彼 らはその時 までギ リシアの

北方の地域を占拠 していた。 しか し,ド ナ ウ盆地か ら移動 しつつあ ったアー リア人に追わ

れて南に移動 しは じめたのであった。彼 らは ミケーネの豊かな町を征服 し破壊 した。そ し

て彼 ら自身の規則 と文化 とを確立 した。

12世 紀の ドー リア人の征服か ら5世 紀に至 るギ リシアの時代は 「アル カイク」 とよぽれ

ている。それは2つ の異 なった段階を含んでいる。第1の 段階では生活はまだ プリミテ ィ

ヴであ った。 しか し紀元前7世 紀か ら5世 紀のは じめまでの第2の 段階において,政 治 ・

学問 ・芸術を含む ギ リシア文化の基礎が築かれた。 この段 階において,美 学思想 の最初の

痕跡を見出す ことがで きる。

ドー リア人の征服ののち,ギ リシアには侵入以前にそこに住んでいた さまざまな種族 と

侵入者 自身 とが共に定住するよ うにな った。 よ り以前か ら住んでいた種族,と くにイオニ

ア人の一部はギ リシア半島か ら離れ近 くの島々に,あ るいは小 アジアの海岸沿いに住みつ

くようになった。 このよ うにギ リシアにおけるイオニア人の定住地域および国家 と ドー リ

ア人のそれ らとは互いに接 していたが,こ れ ら居住者の性格 と運命 とは互いに異なってい

た。 ドー リア人 とイオニア人 との違いは 単に人種的な ものや地理的なものだけでな く,経

済 ・国家 ・社会組織 ・イデオロギーにまでお よんだ。 ドー リア人は貴族主義的な政府を確

立 し,イ オニア人は民主主義的な規則を確立 した。前者は軍人によって指導 され,後 老で

は商人が まもな く主導権を握 った。 ドー リア人は伝統を尊び,こ れに対 しイオニア人は 目

新 しさに対 して強い好奇心を示 した。 この ようにほんの初期においてさえ,ギ リシア人は

すでに ドー リア文 明とイオニア文明 とい う文化の2つ の型を展開させていたのである。 イ

オニア人は ミケーネ文明を より強 く保持 していた。 しか しまた クレタ文化,お よび彼 らが

住 いを定めた地域 と接す るオ リエン トのさまざまな文化の影響を も受けるようになった。
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ドー リア文明 とイオニア文明 との二元性はギ リシアをかな りの期間支配 しつづけた。それ

は,ギ リシアの歴史において,と くにその芸術史 と芸術理論において確かめることができ

る。ギ リシア人が芸術に不変の規範を求め,ま た美を支配す る不動 の法則を求め る探究心

は ドー リア人 の伝統か ら由来 したものである。 これに対 しギ リシア人が生 きた現実 と感覚

的知覚 とを愛す る心はイオニアの伝統か ら由来 した ものであった。

2.地 理的状態

ギ リシア文化は驚 くべ き速度で,は なやかに発展 してい った。 この発展は少 くとも一部

はギ リシア人が住 んでいた地域の恵まれた 自然状態に よって説 明される。半島と島々は静

かな海 に囲まれた良好な港 のある発達 した海岸線を有 していたが,こ の地理的 状 況 は 旅

行,貿 易を,ま た他の国々の富の搾取を容易にした。温暖で健康に よい気候 と肥沃な土地

とに よって,人 々のエネルギーは生存競争 と人間の基本的な必要物の満足 とのために全て

使いつ くされは しないで,学 問,詩,芸 術にもささげ られた。他方,こ の国土の肥沃さと

自然 の富 とはギ リシア人に とってまさにち ょうど足 りる程度であったので,彼 らはことさ

らぜ いた くにふけ った り,エ ネルギーを浪費 した りすることはなかった。 この国の発展の

成功の原因は,ま た社会的および政治的機構にあ った。それは特にこの国が多数の都市か

らなる多 くの小国家に分かれていることにあった。これ らの都市国家は生活,仕 事お よび

文化の各領域で互いに競いあ う多 くの地域を発達 させたのであった。

ギ リシアの風景の規則正 しい調和ある構造はギ リシアの芸術的文化に特別な影響を及ぼ

した といえよ う。この構造のためにギ リシア人の 目は規則正 しさや調和に憬れる ようにな

ったのだ とい うことがで きるか もしれない。たぶんそのためにギ リシア人はこの規則正 し

さと調和 とを体系的に彼 らの芸術に適用 したのであろ う。

3.社 会的状態

数世紀にわた ってギ リシア人は彼 らの領土を飛躍的に拡大 した。彼 らはアジアか らジブ

ラルタルに至 るまで植民地を築 き地 中海を支配 した。 イオニア人は小アジアに東方の植民

地 を築いた。一方,ド ー リア人は イタ リア半島西部にいわゆる大ギ リシアとい う植民地を

築いた。ギ リシアは地 中海の支配権を獲得す ることに より単なる海辺の国家か ら貿易国家

に発展 していった。そ してこれは さらにつぎつぎに重要な結果を もた らした。

7世 紀 までギ リシアは主に農業国であ り,た だ限 られた産業を もつだけであった。ギ リ

シア人が製造 しなか った生産品は多 くあった。とい うのは彼 らは生産品をオ リエン トの フ

ェニキア人か ら買 っていたか らである。 この状況はギ リシア人が植民地を獲得 した時かわ

った。ギ リシアの産業は本国以外の植民地で生産 品が必要となった時増大 した。ギ リシア

の生産品は植民地か らさらに他の国々へ も渡っていった。ギ リシア人は鉄鉱石,銅 鉱石お

よび粘土を所有 していた。一方彼 らの多数の羊の群れは羊毛の供給を保証 した。 これ ら資

源の全ては求め られ輸出された。原料の輸出のあ とには加工品の輸出がつづいた。 この貿
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易におけ る好条 件は産業に刺激を与えた。そ して冶金 ・窯業 ・織物業 といった産業が各地

におこった。産業はつぎつぎに貿易を刺激 し,ギ リシア人 自身仲買人や商人 となった。貿

易地域は イオニアの植民地,と くに ミレ トスにあった。 また ヨーロッパ地域のギ リシア,

とくに コ リソ トスに,ま たのちには アテネにあった。船乗 り業 と貿易は単にギ リシア人に

繁栄を もた らしただけでな く,ま た彼 らの世界についての知識 と,も はや小半島の市民に

とどまらず世界市民であ りたいとい う彼 らの熱望をも強めた。彼 らの偉大な能力は,そ れ

がいったんこ うした大きな熱望 と結合す ると,小 国家にもかかわ らず,世 界的に名高い芸

術家や科学者を もうみだす よ うになった。

経済は紀元前7世 紀および6世 紀に最 も大きく変動 したが,そ れはまた人 口,社 会およ

び政治の変化を もひきおこした。都 市が経済の中心 として確立され るよ うになるや,そ れ

は単に都市の住民の心だけでな く,ま た(ア クロポ リスのふ もとにある)村 民の心をも魅

了す るよ うになった。都 市は大規模ではなか った。6世 紀の コリン トスや アテネで さえ も,

およそ2万5千 の人 口をそれぞれ擁するにす ぎなかった。そ うした規模 の都市は多 くあ り

互いに競争関係にあった。産業 と貿易 とが裕福な中産階級の拾頭を促 した時,貴 族 との戦

いが生 じた。その結果貴族にささえ られていた元老政治はほろび,か わ って金権政治が,

つぎに民主政治がおこった。民主政治は単に人民お よび中産階級に依存 しているだけでな

く,ま た 自ら新 しい状態に適合 し うる,啓 蒙された,裕 福 な貴族にも依存 していた。 この

よ うに して,国 民全体はギ リシア文化の創造 に参加す ることがで きた し,実 際そ うしたの

であった。

ギ リシアの政治体制は民主的であったが,奴 隷制に基づいていた。 ギ リシアには多数の

奴隷がいた。ある地域では実際 自由市民 よりも奴隷の方が多か った。奴隷は 自由人の肉体

労働を軽減 し,自 由人が 自らの関心を追求す ることを可能に した。 自由人の関心はまず第

一に政治的なものであった
。 しか し,そ れはまた科学 ・文学 ・芸術をも含んでいた。

4.宗 教的信条

これが当時の生活状況であった。すなわちほ どよ く豊かに繁栄 し一部分産業化が進 み,

奴隷制に基づいていたが,民 主制度が成 り立っていた。 この状態はギ リシアの7世 紀 と6

世紀の間続いた。 こ うした状態か ら世界的に賛美 され るギ リシア文化が成立 したのである・

数世紀にお よぶ旅行 と貿易,産 業化 と民主的手順の発展 とによって,ギ リシアはその初期

の宗教 的信条か らかな り離れ,自 然なものが超 自然な もの よりも意味を もつ,そ うした世

俗的な思考法を取 り入れるよ うにな った。 とはい うもののギ リシア人は彼 らの確信 と好み

において,そ れゆえまた彼 らの芸術 と科学 においても,よ り昔の要素を,す なわち他の信

仰や血縁関係の遺物を持ちつづけていた。啓蒙 され,世 界主義的 となった製造業者や商人

の社会で も,お ぼろげな過去や よ り古い思考法の逆行的ななご りが存在 した。 これは宗教

において,し か も聖なる遺跡 と伝統 とか ら離れた植民地において よりも,ギ リシア本国に
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おいて一層顕著であ った。

ギ リシアの宗教は一枚岩 のよ うなものではなか った。オ リンピアの宗教 それをわれ

われはホメロス,ヘ シオ ドスおよび大理石彫像に よりしっているのであるが は新 しい

状態 とかな り啓蒙化 された時代の産物であった。それは高貴で,幸 福な,神 の よ うな超人

を崇め る宗教であった。その宗教は人間的であ ると共に神人同形論的な性格を もっていた。

それは光 と晴朗 さに満ちてお り,魔 術や迷信や鬼神崇拝や秘儀などとは無縁の ものであっ

た。

しか しなが らこ うした宗教 と並んで庶民の信仰には,ギ リシアのプ リミティヴな諸民族

に共通の地下の神々を崇める陰 うつな宗教が生 きなが らえていた。一方,外 か ら,主 にオ

リエ ン トか らはオル フェウスの神秘的で秘儀的で,胱 惚的な宗教 とデ ィオニュソスの信仰

とが侵入 していた。 この種の宗教は野蛮で狂気 じみた信仰であ り,そ のはけ口を秘儀 とバ

ッカス祭 に見出し,世 界か らの逃避 と解放の手段を提供 した。 この よ うにギ リシアの宗教

には2つ の流れがあった。その一つは秩序 ・明晰 さ ・自然 らしさの精神を,も う一方は秘

儀の精神をそれぞれ具現 していた。前者はギ リシアの独 自な性格を示 し,そ れ以降数世紀

にわた って典型的なギ リシア的特質 とみなされたのである。

人間的で受け入れやすいオ リンピアの宗教はギ リシアの詩 と彫刻を も征服 した。長い間

ギ リシアの詩人はオ リソピアの神々の賛歌を うたい,ギ リシアの彫刻家は,人 間の描写に

転 じる以前に,神 々の像を彫っていた。 この宗教はギ リシア人の芸術に,ま た美学にも浸

透 していた。一方,秘 儀宗教はギ リシアの芸術,と りわけ詩 と彫刻に関す る限 りほ とん ど

注 目に値 しない。 しか しなが ら音楽はそ うした宗教に奉仕 した。それゆえ音楽は宗教の精

神 と結びつけて解釈す ることができる。 しか しギ リシアの秘儀宗教は主に哲学にあ らわれ,

哲学を通 して美学に影響を与えた。初期の美学の一方の流れは哲学的啓蒙の表現であ った

のに対 し,他 方 の流れは秘儀的 ・宗教的哲学の表現であったといえる。これは美学の歴史

における最初の衝突であった。

哲学は紀元前6世 紀のギ リシアにあ らわれたがその範囲は最初は限 られていた。初期の

哲学者たちは美 と芸術の理論 よりも自然の理論に関心を もっていた。美 と芸術の理論は詩

人の作品の中にまずあ らわれた。詩人の観察 とその美学的概念化 とはきわめて部分的な も

のであ ったが,美 学史に とっては重要である。なぜな らそれ らはギ リシア人がすでにす ぐ

れた芸術作品を創造 していたが,い まだ美 と芸術に関するどんな科学的な主張 もしていな

か った時代に,い かにギ リシア人は美に反応 したか とい うことを示 しているか らである。

2.詩 の起源

(a>「コ レイァ」choreia

1.三 位一体の 「コレイア」

ギ リシアにおける諸芸術の最 も初期 の性格 と組織 とに関する知識は間接的で,仮 説的で
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あ るが,こ の性格お よび組織はた しかにのちの時代のそれ らとは異なっていた。実際,ギ リ
原註(1)

シア人 はたった2つ の芸術で,す なわち表出芸術(expressiveart)と 構成芸術(constructive

art)と では じめた。しか しこの2つ の芸術はそれぞれ数多 くの構成要素か らな りた ってい

た。第1の 芸術は詩 ・音楽 ・舞踊の混合体か ら成 り,第2の 芸術は建築 ・彫刻 ・絵画を含

んでいた○

建築は造形芸術の基礎であ った。彫刻 と絵画 とは神殿建築において建築を補完する役割

を果た していた。舞踊は表 出芸術の核心を形成 していた。それは言葉 ・音楽を伴なった。

舞踊は,音 楽 と詩 と結びついて一つの全体をなし,著 名な言語学老のツィー レンスキー(T.

Zieli丘ski)が 「三位一体の コレィア」 と名 づけたものを形づ くった。 この芸術は言葉 ・身

振 り ・メロデ ィー ・リズムを通 して人間の感情お よび衝動を表出 した。「コレイア」 と い

う語は舞踊の決定的な役割を強調 してい る。 この語は 「コロス 」,すなわちもともと集 団

舞踊を意味す るコーラスか ら由来 しているのである。

2.カ タル シス

作家ア リステ ィデス ・クインテ ィリアソ(AristidesQuintilian)は 紀元後2世 紀のかわ

り目に活躍 したが,彼 は アル カイク期のギ リシア芸術について,そ れは とりわけ感情の表

出であった といい,次 のよ うに述べている。「ある人 々は幸福な気分の時,ま た楽 し さ や

喜びを経験 した時,歌 や音楽を求める。また他の人々は憂 うつや不安を経験 した時,ま た

宗教的な法悦や エクスタシーの時に も,歌 や音楽にふける。 この ことを 古代人はすでに

知 っていたのである。」 この 「コレィア」 なる芸術が気晴 しをもた らす ことを期待 して,

人々は この芸術に自らの感情を表出した。比較的低い文化水準では,実 際に踊 った り歌 っ

た りす ることに参加す る人 々のみが気晴 しと満足 とを経験 し,こ れに対 しのちの比較的高

い知的水準では観客や聴衆が こ うした気晴 しと満足 とを得 る,と ア リスティデスは述べて

いる。

舞踊は,の ちに演劇 と音楽が引きついだ役割をまず最初にみた した。舞踊は当時,諸 芸

術の中で最 も重要な芸術であった。そ して最 も強い刺激を与えた。のちに観客や聴衆が受

け入れた経験は初期 の段階では,た だ実際の参加者に よってのみ,す なわち踊 り手や歌手

に よってのみ可能であった。 もともと心を浄化す る芸術は秘儀や祭式 の中で演 じられた。

ア リステ ィデスは 「デ ィオニュソス祭の犠牲やそれに類 した犠牲はそこで行なわれ る舞踊

や歌がやわ らげ る効果を もっているゆえに正当化 されたのであ る」 と付け加 えている。

ア リスティデスの証言はい くつかの理由のために重要である。それは,初 期のギ リシア

の 「コレイア」は表出的性格をもっていた ことを,ま たこの 「コレイア」は物に形を与え

るよりも,む しろ感情を表出す るものであ った ことを示 している。 さらにそれは静観 より

も行為を擁護す るものであ った ことを示 している。 ア リスティデスに よれば,こ の芸術は

舞踊,歌 お よび音楽か ら成 り立ってお り,ま た祭式 と儀式,と りわけデ ィオニュソスと関
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連 す る祭式 と結合 して いたの であ る。 この芸 術は感 情 をやわ らげ,な だ め よ うと した。 あ

るいは現代 的表 現 を用 い るな らば,魂 を浄 化 し よ うと した。 この よ うな浄 化 をギ リシア人

は 「カタル シス」(katharsis)と 呼ん だ。 それ はギ リシア人 が ご く初期 か ら芸 術 との関連 で

用 いた言葉 の一 つで あ った。

3.ミ メー シス

ア リス テ ィデスは この初期 の 表 出芸 術を 「模 倣」,「 ミメ ー シス」(mimesis)と よんだ。

「カタル シス」 と同様,こ の語 あ るい は概念 は初期 にあ らわ れた もの であ り,ギ リシアの

美学 に おい て長 い経 歴 を も って い る。 しか し,の ち にそれが 芸術(と くに演 劇,絵 画,彫

刻)を 通 して の現実 の再 現を 意味 した のに対 し,ギ リシア文化 の黎 明期 にお いて は,そ れ

は 舞踊 に適用 され,全 く違 った ものを 意味 して いた。 す なわ ち それは 感情 の 表 出(ex・

原註(2)

pression)と 運動 ・音・言葉を通 しての経験の表示 とを意味 していたのであ る。 この も との

意味はのちに変わ った。初期 のギ リシアにおいては 「ミメーシス」は模倣を意味 した。 し

か しこの語が行為に適用 される意味でそ うなのであ り,模 写(copying)に 適用 され る意味

ではなか った。それはたぶんディオニュソスの祭式 と結びつ くことによっては じめてあ ら

われたのであろ う。そ こではそれは物 まねを,ま た祭司に よる儀式での舞踊 とを意味 して

いた。デ ロスの賛歌 とピンダロスにおいては,「 ミメー シス」とい う言葉は舞踊を意味 して

いる。初期の舞踊,と くに儀式 の際のそれは表出的で決 して模倣的ではなか った。それは

感情を模倣すること以上に,む しろ感情を表出 した。のち 「ミメーシス」は俳優 の芸術を

意味す るよ うになったが,そ の時でもそれはなお音楽にも用い られた。 さらにのちにはそ

れは詩や彫刻にも適用 された。そのもとの意味がかわったのは,ま さに この時点であった。

感情の放 出の誘導 と感情の浄化 とをめざ した祭式の際の表出的な舞踊はギ リシア文化 に

独特のものではな く,多 くの原始民族に しられているものである。 しか しなが らギ リシア
原註(3)

人はそ うした舞踊を彼 らが文化の絶頂をきわめた時でさえ,な お保持 しつづけていた。そ

うした舞踊は単に儀式的なもの としてだけではな く,ま た大衆のための見せ物 としてギ リ

シア人の心を支配 しつづけた。 こ うして舞踊は初期 においてギ リシア人の基礎的芸術を形

づ くった。ギ リシア人は当時まだ音楽を運動 と身振 りか ら完全に分離 した独立 の も の と

して 発展 させてはいなか った。 ギ リシア人は まだ独立 した 詩を全 くもっていなかった。

「アル カイク期 の ギ リシアの詩は存在 しなか った」 とこの問題の研究者の一人 は い っ て
原註(4)

いる。彼はギ リシアのアル カイク期 の詩は運動 と身振 りを伴なわず,た だ言葉だけに よっ

て表現される明白な一つの芸術 としては存在 しなかったといっているのである。ただ時が

経つにつれ,独 立 した詩 と独立 した音楽 とが,こ の 「三位一体 のコレイア」か ら,す なわ

ち運動 ・身振 り ・表 出か らなるこの単一の芸術か ら発展していったのである。

芸術のプ リミティヴな理論はこのプ リミティヴな表出芸術に基づいていた。初期のギ リ

シア人は詩 と音楽 とを表出的に,ま た情緒的に解釈 した。rコ レイア」は祭式 と魔術 と関
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連す ることか ら,そ れは詩は人を魅惑す るものであるとい う,の ちに認め られ るようにな

った説への道を切 り開いた といえる。 さらに 「コレイア」はその表出性のため,芸 術の起

源に関す る最初 の理論の展開に実質的意義を与えた。この理論は 「コレイア」は人間の自

然な表出であ り,人 間に とって必要なものであ り,人 間の本性の徴候 であると述べた。 こ

の表 出芸術はまた詩および音楽 と造形芸術 との間の二元性についてのギ リシア人の意識展

開にも寄与 した。長い間ギ リシア人は詩 と彫刻芸術 との間にいかなる関連 も見出す ことは

なかった。なぜな ら詩は彼 らにとって表出であ り,こ の表出性 とい う点で彫刻を解釈する

とい った ことは彼 らには思いもよらなか ったか らである。

(b暗 楽

1.祭 式 との関連

ところで,音 楽は ご く初期には プ リミティヴな三位一体のギ リシアの 「コレイア」の中

で特別の位置を占めていた。そ して次第に音楽は優勢な表出芸術の機能,す なわち感情の
原註(5)

有声化を引きついだ。また音楽は宗教的祭式 との結びつきを保持 していた。音楽のさまざ

まな形態は神 々と結びついた祭式か ら展開 していっ た。 「ピーアン」peanは アポ ロン神

をたたえて歌われた。「デ ィシラム」dithyrambは 春の祭典の際,合 唱隊に よって歌われ

ディオニュソスを賛 えた。そ して 「プ ロソデ ィー」prosodieは 祭式の行列の際歌われた。

音楽は秘儀 の際の呼び物 の一つであ った。歌手オル フェウスは音楽の創始者であ ると共に,

また秘儀 自体の創始者 ともみなされていた。音楽 は公私共に世俗的な儀式 にまで広まって

いったが,な お宗教 との関連を保持 していた。音楽は神 々か らの特別の贈 り物 とみなされ

ていた。魔力 とい つた特別の属性が音楽に帰せ しめ られた。魔術(aoide)は 人間か ら行動

の自由を奪い人間に力を及ぼす と信 じられていた。 オルフェウス教派は彼 らが用いた熱狂

的音楽は少 くとも一時的に,魂 を肉体の絆か ら救い出すのではないか と思っていたのであ

る。

2.舞 踊 との関連

ギ リシア音楽が三位一体の 「コレイア」か ら離れていったのちでさえ,そ れは舞踊 との

関連を保持 していた。サテユロスの衣装を身につけたディシラムの歌手たちは また踊 り手

でもあった。ギ リシア語の 「choreuein」 は集団舞踊 と集団歌 唱とい う2つ の意味をもっ

ていた。歌手のために特別にあてがわれた劇場の場所である 「オ ーケス トラ」の名は舞踊

を意味す る 「orchesis」か ら由来する。歌手 自身竪琴をかなで,ま た合唱隊は舞踊をも行

なった。腕の動 きは脚の動 きに劣 らず意義深い ものであった。ギ リシア音楽の場合の舞踊

の本質的な特色は リズムにあ った。特別な技術的熟練を必要 としないのが舞踊であった。

したがってこの舞踊には一人だけの演技や急転回,抱 擁,女 性,エ ロティシズムなどが欠

けていた。それは音楽 とまさに同 じく表出芸術であ った。

3.詩 との関連
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初期 のギ リシア音 楽は また詩 と密 接 に関連 して いた。歌 われ な い詩 が ない の と同 じ く,

全 ての音楽 は声 楽で あ った。楽 器は ただ伴 奏 と して用 い られ るにす ぎなか った 。 デ ィ シラ

ム(強 弱5歩 格 の リズ ムで合 唱隊に よって歌わ れた)は 音 楽的形 式 であ ると共 に,ま た詩

的形式 で もあ った。 アル キ ロコス(Archilochus)と シモニデ ス(Simonides)は 共 に詩 人

であ る と同程 度 に また音楽 家 で もあ った。 そ して彼 らの詩 は 歌 われ た。 アイ ス キ ュロス

(Aeschylus)の 悲 劇 にお いて は,歌 われ る部分(mele)は 話 され る部分(metra)よ りも

重 ん じられ たQ

も とも と歌 に は伴奏 さえなか った。 プル ター ク(Plutarch)に よれ ば,7世 紀 に 伴 奏 を

導入 した のは アル キ ロコスで あ った。歌 な しの音楽 は の ちの展開 にお いて生 まれた もので

あ る。 キ タ ラの独 奏は紀 元前588年 の ピューテ ィア(Pythia)競 技 会 では じめて 行 な わ れ

た。 それ は 目新 しい ものであ り,の ちの時 代 に まで例外 的 な もの であ りつづ けた。 ギ リシ

ア人 は今 日われ われ が知 って い る よ うな器楽 を発 展 させ は しなか った。

ギ リシアの楽器 はや わ らか な音 を出 した。 そん なに鳴 り響か ず,こ とさ ら印象的 な もの

では なか った。 この こ とは 長 い間楽器 は ただ 伴奏 のため にだけ使 われ て いた ことを 思い お

こせば 容易 に理解 され る。楽 器 の演 奏に は どん な技巧 も必 要で は な く,楽 器 はか な り複雑

な作 曲のた めに は役立 た なか った。 ギ リシア人 は金属 や皮 の楽器 を用 いは しなか った。 た

だ リラと,リ ラの改 良 され た キタ ラだ けが,ギ リシア人 に よって,彼 ら固有 の 国民的楽 器

とみ な され てい た。 それ らは非常 に単純 な もの で,ど ん な人 も演 奏す るこ とが可 能で あ っ

た。

オ リエ ン トか らギ リシア人 は管 楽器,と くに フル ー トと似 て い るaulosを 借 りて きた 。

この楽器 だけ がば らば らに とぎれ た音 を一つ の連 続す る メロデ ィーにす る ことが で きた 。

それ ゆ えそれ が は じめ て導 入 され た とき,そ れ は古代 ギ リシア人 に力強 い 印象を 与えた 。

この楽器 はバ ッカス祭 の興 奮をひ きお こす もの とみ な され る よ うに な り,デ ィオ ニ ュソス

祭 式 に おいて重 ん じられ る よ うにな った。 それ は アポ ロンの祭 式 にお け る リラの役 割 と比

較 され る。 この楽器 は リラが犠 牲 の儀式 や祭 列,一 般 の教 育 にお いて果 た したの と同 じ役

割 を演劇 と舞 踊 とにお いて果 た した。 ギ リシア人 は楽 器 の この2つ の型 を非 常に異 な って

い る と考 え,全 て の楽器 を一つ の概 念 に含め る よ うな ことは しなか った。 ア リス トテ レス

自身,ま だ 「キ タ ラ的 な もの」(citharoetics)と 「ア ウロ的 な もの」(auletics)と を全 く異

な った もの として取 り扱 っていたQ

4.リ ズ ム

ギ リシア音楽 は特 に初期 に は単純 であ った。 伴奏 は常 に一つ に結合 した 状態 にあ り,平

行的 に独立 した2つ の メ ロデ ィーを もつ とい った こ とは全 くなか った。 ギ リシア人は 多声

音楽 につ いて は何 も知 らなか った。 この単純 さは,し か しなが ら,プ リミテ ィヴ ィズ ムの

あ らわ れを 意味 しなか った 。それ は無 能力 の結果 で もな く,あ る理論 的 な仮 説,す なわ ち
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協和音(symphonia)の 理論か ら生 じたものであった。音 と音 とが識別できな くなる程 ま

でまざ りあ う時,ま たギ リシア人 自身がいっているよ うに,音 と音 とが 「ワインとはちみ

つの ように」融け合 う時,音 と音 との間の協和音は達成 され る,と ギ リシア人 は主張 した。

協和音は音 と音 との間の関係が可能な限 り最 も単純である時にのみ達成 され うるとギ リシ

ア人は考 えていたのであ る。
原註(6)

ギ リシア人の音楽においては リズムは メロディーよりも重ん じられていた。 ギ リシア音

楽においては近代音楽における程 メロデ ィーは存在 しなかった。 しか しリズムはよ り以上

に存在 した。ハ リカルナ ヅソスのデ ィオニュソス(DionysiusofHalicarnassus)が のちに

書いた よ うに,「 メ ロデ ィーは 耳を快 よくさせ るが,刺 激をひ きお こすのは リズム で あ

る。」ギ リシア音楽における リズムのこの優位は,音 楽は詩 と舞踊 とに関 連 していた とい

う事実に よって,一 部説明することがで きる。

5.ノ モス

ギ リシア音楽の起源はアル カイク期 に遡 り,ギ リシア人はそれを 紀元前7世 紀に スパ

ル タに住んでいたテルパ ソダー(Terpander)と 関連づけていた。 彼の業績は音楽的規範

を確立 した ことにあった。 このよ うにギ リシア人は彼 らの音楽の起源をそのた しかな規範

が確立された時 と考えた。彼 らはテルパ ンダーの行為を 「規範の最初 の確立」 とみなして

いた。そして(昔 の礼拝の際の歌を地盤に)彼 が確立 した音楽的規範 を彼 らは法則あるい

は秩序を意味するノモス(nomos)と い う言葉で よんだ。 テルパ ソダーのノモスは7つ の

楽曲か ら成る悲劇の独唱曲であ った。それは4度 デル フィで勝利をおさめ,最 後には拘束

力をもつ形式 となった。それは さまざまな歌詞がつけ られる一つの外枠を意味 した。ある

修正がのちクレタ人 のタレタス(ThaletastheCretan)に よってなされた。彼 もスパル タ

で活躍 し,プ ルタークに よれば 「規範の第2の 確立」に関 し責任をもっていた。規範はか

わ ったが,当 時ものちのいかなる時代において も,ギ リシアの音楽は規範 に依存す ること

をやめはしなかった。規範は紀元前6世 紀お よび5世 紀の黄金時代,最 も厳格 に順守 され

た。「ノモス」 とい う語か ら,ギ リシアにおいては義務づけ られた規範が音楽の修 養 を規

制 していた ことが明 らか となる。のちのギ リシアの音楽学者 プルタークさえ,次 のよ うに

書 くことがで きた。 「音楽における最高の,そ して最 も正当な特質は万物におけ るふさわ

しい尺度の保持である」 と。

規範は作 曲家 と演奏家に とって同 じものであ った。両者の間の近代的な区別は古代にお

いては実際には しられていなかった。ただ作 曲家だけが演奏家に よって細部まで完成 され

る作品の骨格を与えたのである。ある意味で両者 とも作 曲家であった。 しか し彼 らの作曲

の 自由は固定 した規範に よって限定 されていたのである。

(c)詩

1.卓 越性
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rイー リアス』は8世 紀に,rオ デ ュヅセイア』は7世 紀にそれぞれ属 している ゆ え,

ギ リシアの偉大な叙事詩の起源はおそ らく紀元前8世 紀お よび7世 紀にあるといえよ う。

これ らは ヨーロッパにおいては じめて書かれた詩であ り,し かもその卓越性は無比の もの

であった。 これ らの作品は口承に基づいていたゆえ,先 行す る作品を もたなかったが,最

終的には天才詩人たちに よって,書 き下 された ものであった。 よく似ているにもかかわ ら

ず,こ れ らは2人 の違 った人間の作品であ った。rオ デュッセイア』はのちの時代の 態 度

を具現 し,よ り南方の共同体を描いてみせた。次の時代,ギ リシアは何人かの天才的な悲

劇詩人をつ ぎつぎと うみだす ことになったが,ち ょうどそれ と同じようにギ リシアは当時,

来たる数千年間それ以上の作家があ らわれ ることがなかったす ぐれた天才的な叙事作家を

2人 うみだ したのであ る。 この ようにギ リシアが美学思想において最初の歩みをは じめた

時,ギ リシアはすでに偉大な詩を有 していたのである。

この詩は まもな くして伝説的なもの となった。その創造者はまもな く個性を失なった。

そ してギ リシア人に関す る限 り,ホ メ ロスは詩人 と同義語 となった。彼は半神半人 として

あがめ られ,彼 の詩は啓示 とみなされ るようになった。それは単に芸術 としてだけでな く,

また最高の英知 とみなされた。 この心構えは美 と詩 についてのギ リシア人の最初の思想に

感化の痕跡を残 した。

ギ リシア人の最初 の美学的見解はホメロスの詩の特性か ら由来 した。 この詩は神話にみ

ち,神 と人間の英雄を扱ってお り,そ れは単にオ リン ピアの宗教を堅固にしただけでな く,

また,お そ らくこの宗教をかな り創造 したのだ ともいえ よう。だが,ホ メロスの詩の神的

で神秘的な世界には,秩 序が支配 してお り,全 ての ことは合理的で 自然な仕方で生 じた。

神々は奇跡の造 り主ではな く,神 々の行為は超 自然的な力に従 うとい うより,む しろ自然

の力に従った ものであった。

ギ リシア人が美 と芸術について考えは じめた時,彼 らはすでにさまざまな種類の詩をも

っていた。ホメロスの詩の他に彼 らはヘ シオ ドスの叙事詩をもっていた。 この詩は武勇無

双の英雄 の行為をほめたたえるのではな く,労 働の尊 さをほめたたえた。ギ リシア人はま

たアルキ ロコスとアナ クレオ ソ(Anacreon),サ ッフォー(Sappho)と ピンダロス といっ

た人々の野情詩をもっていた。そ してこれ らの拝情詩はそれ 自体,ホ メロスの叙事詩同様,

ほ とん ど完壁なものであ った。 この初期の詩が もつ卓越性はプ リミテ ィヴィズムの痕跡を,

したが って素朴 さや不器用 さを何 もとどめてはいない。 この卓越性はそ うした詩が長い伝

統を もっているとい う事実に よってのみ説 明す ることがで きる。すなわち詩歌は専門家の

詩人に よって創造 される以前に,す でに人 々がそ うした歌を実際 に口ずさみ,そ こでそれ

は完成 していたとい う事実に よってのみ説 明す ることができる。
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原 註

(1)ニ ー チ ェは 深 い 洞 察 で も っ て ギ リ シ ア 芸 術 に お け る こ の 二 元 性 を 観 察 し て い た 。 し か し 彼 は こ れ

を2つ の 芸 術 思 潮 とみ な し,そ れ らを 「ア ポ ロ ン 的 」 と 「デ ィ オ ニ ュ ソ ス 的 」 と 名 づ け た 。 こ れ に

対 し 実 際 の ギ リ シ ア 人 に と っ て は,こ れ らは2つ の 異 な っ た 芸 術 を 意 味 し た 。

(2)H.Koller,D∫6ルa〃z65ゴ3ガ η4θ プAη 彦踊 θ.DissertationesBernenses(Bern,1954)o

(3)A.Delatte,L8560刀c8μ ゴoη3461'6η 痂o%5伽57π86ん8之165∫ 》痂1050メ 》加5メ)7疹506η'∫g〃65(1934)o

(4)T.Georgiades,D87'gr∫86痂5`加R勿'ゐ フ2zπ5(1949);「 ア ル カ イ ク期 の ギ リ シ ア の 詩 は 全 く存

在 し な か っ た 」。

(5)R.Westphal,G85`耽 肋48プ α1勲 襯4〃z漉81αZ'8ア ゾ励8ηMπ 勲(1864)。

F.A.Gevaεrt,Hガ5'o〃8461α 〃z㍑5げgπ840♂'〃 漉gz漉62vo1。(1875-81)。

K.v.Jan,Mlz∠5ゴ`ゴ απ6広02縄85G7マz66ガ(1895)。

H.Riemann,Hα 雇 伽oん4874.Mκ5∫ 々g656肋 伽,Bd.I

J.Combarieu,Hゴ5'o∫r8461α ηz㍑5ゆ8,vol.1(1924)。

(6)H.Abert,"DieStellungderMusikinderantikenKultur",Dゴo・ 肋 疎 らXII(1926),p,136

こ れ はWladyslawTatarkiewicz著 『HistoriaEstetykiEstetykaStarozytna』(ポ ー ラ ン ド語

版1962)の 英 訳rHistoryofAestheticsvol.IAncientAesthetics』(editedbyJ.Harrel1,

translatedbyAdamandAnnCzerniawski,PWN・PolishscientificPublishers,Warszawa.1970)

の11頁 か ら20頁 ま で の 訳 で あ る 。
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